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イエス様
さ ま

 
を覚

お ぼ

える
「これは特

とく

別
べつ

な本
ほん

よ。 
イエス・キリストを 

覚
おぼ

える 
助
たす

けになるわ。」

したちも良
よ

いことをしようと努
ど

力
りょく

することを約
やく

束
そく

する
のよ。」

ビクトリアはにっこりしました。「イエス様
さま

のよう
になれるようにね！」
「そのとおり！」お母

かあ

さんはビクトリアがくつをはく
のを手

て

伝
つだ

いました。「イエス様
さま

のようになろうと努
ど

力
りょく

すると，幸
しあわ

せになれるのよ。」
教
きょう

会
かい

で，ビクトリアはお母
かあ

さんとお父
とう

さんと一
いっ

緒
しょ

に

このお話
はなし

は，アメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

での出
で

来
き

事
ごと

です。

ビクトリアは，お母
かあ

さんがかみをとかすのを鏡
かがみ

で見
み

て
いました。もうすぐ教

きょう

会
かい

の時
じ

間
かん

です。
「何

なん

のために教
きょう

会
かい

に行
い

くの？」ビクトリアはたずねまし
た。

お母
かあ

さんはヘアブラシを置
お

きました。「せいさんを受
う

け，イエス・キリストについて学
まな

ぶために教
きょう

会
かい

に行
い

くの
よ。」
「でもなんで？」ビクトリアはたずねました。
「パンと水

みず

は，イエス様
さま

がわたしたちのために苦
くる

しみ，
なくなられたことを思

おも

い起
お

こす助
たす

けになるのよ」と，お
母
かあ

さんは言
い

いました。「せいさんを受
う

けるとき，主
しゅ

がな
さったすべての良

よ

いことを思
おも

い起
お

こすの。そして，わた

リベカ・ジェイクマン
（ほんとうにあった話

はなし

をもとに書
か

かれました ）

前
まえ

のページを使
つか

って絵
え

本
ほん

を作
つく

り，せいさんの間
あいだ

イエス・キリストについて考
かんが

える助
たす

けにすることができます。�
ほかにどのようにイエス様

さま

のことを思
おも

い起
お

こすことができますか。

静
しず

かにすわりました。やがてせ
いさん式

しき

の時
じ

間
かん

になりました。頭
あたま

を下
さ

げて，いのりに耳
みみ

をかたむけました。
すると，お母

かあ

さんがかばんから本
ほん

を取
と

り出
だ

しま
した。「これは特

とく

別
べつ

な本
ほん

よ」と，お母
かあ

さんはささやきました。
「せいさんの間

あいだ

，救
すく

い主
ぬし

を覚
おぼ

える助
たす

けになるわ。」
ビクトリアは本

ほん

を開
ひら

きました。イエス・キリストの絵
え

がたくさ
んありました。ある絵

え

には，飼
かい

葉
ば

おけの中
なか

の赤
あか

んぼうのイエス
様
さま

がえがかれていました。別
べつ

の絵
え

には，イエス様
さま

がバプテスマ
を受

う

けられる場
ば

面
めん

がえがかれていました。ビクトリアはそのお
話
はなし

を初
しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

で聞
き

いたのを思
おも

い出
だ

しました。自
じ

分
ぶん

もいつかバプ
テスマを受

う

けるのです！
お母

かあ

さんがパンをのせたトレイを差
さ

し出
だ

しました。ビクトリ
アはけいけんに一

ひと

切
き

れを取
と

りました。そして，本
ほん

をまた見
み

まし
た。次

つぎ

のページには，園
その

でいのられるイエス様
さま

の絵
え

がありまし
た。ビクトリアは，主

しゅ

がすべての人
ひと

のつみのために苦
くる

しみ，その
いたみと悲

かな

しみを感
かん

じられたことを知
し

っていました。主
しゅ

はわた

したちをとても愛
あい

しておられるにち
がいない，と思

おも

いま
した。
ビクトリアはページ

をめくり続
つづ

けました。た
くさんの絵

え

には，イエス様
さま

が
ほかの人

ひと

たちを助
たす

けられている
様
よう

子
す

がえがかれていました。ある
絵
え

では，主
しゅ

は人
ひと

々
びと

に教
おし

えておられました。
別
べつ

の絵
え

では，目
め

の見
み

えない人
ひと

をいやされていま
した。子

こ

供
ども

たちとともにおられる絵
え

もありました。
次
つぎ

に水
みず

の時
じ

間
かん

になりました。ビクトリアはいのりの間
あいだ

，頭
あたま

を
下
さ

げました。それから，お母
かあ

さんがトレーをわたしました。
ビクトリアは小

ちい

さなカップに入
はい

った水
みず

を飲
の

みました。イエス
様
さま

がどれほど人
ひと

々
びと

を愛
あい

しておられるかを考
かんが

えました。心
こころ

が温
あたた

か
い気

き

持
も

ちでいっぱいになりました。自
じ

分
ぶん

もやさしく，愛
あい

にあふ
れた人

ひと

になりたいと思
おも

いました。
「お母

かあ

さん，わたしはイエス様
さま

のようになりたい」と，ビクトリ
アはささやきました。

お母
かあ

さんはにっこりしました。「それはうれしいわ。そして，
イエス様

さま

もよろこんでおられるわ。」
ビクトリアもにっこりとほほえみました。イエス・キリストを

愛
あい

していました。いつも主
しゅ

を覚
おぼ

えていたいと思
おも

いました。●

イ
ラ
ス
ト
／
タ
ミ
ー
・
リ
ヨ
ン




